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戦前・戦中青年女子団体に関する研究
- 処女会中央部の設立と事業展開-


















































った後,1915(大正4)年7月の 『地方青年団の現在及将来』 ｢附録｣で初めて ｢農村処















































































































































































女会 ト,認ムルコトヲ得｣ (第十四条)と規定されている｡ この時点で多様な趣旨と名称
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で各地に設立されていた婦人団体 (処女部) ･青年女子団体を統一し ｢処女会｣の名称に
画一化させる方向で中央部の傘下に置こうとした,とみられる｡
中央部の具体的 ｢事業｣としては15項目が,主な活動内容に盛り込まれた (史料 1)0






シ又ハ援助スルコト｣ ｢地方婦人ノ移住殖民ニッキ便宜ヲ図ルコト｣ ｢地方処女会 卜連絡
ヲ保チ暴風海境等天災地変二関スル救護事業ヲ為スコト｣の4点であった｡また天野 ｢案｣
















議員会の席上では ｢全国婦女訓｣ (処女会訓)として ｢強く優しくまじめに働け｣が,同

















































これらの成果は,同号 ｢実地視察 ゆかしき敬老会｣ (滋賀県蒲生郡金田村処女会),
｢監獄哀話 獄中の処女の悲しい日記｣ (滋賀県膳所監獄), ｢処女の歌と青年の演説｣






















































































































これらの他に, ｢工女と田園趣味と節米｣ (東京女子高等師範学校長 湯原元一),
｢大食と小食と粗食｣ (医学博士 二木謙三), ｢衣食住の改善｣ (処女会中央部理事
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山脇房子), ｢馬鈴薯飯の炊方｣ (農商務省編), ｢食物と栄養の話｣ (内務省編),




































者講習会の内容をまとめた 『これからの処女の為めに』 (1922年)および 『これからの
女子生活』 (刊行年不詳) 『これからの家庭と経済』 (同)の,計3冊 (すべて日比書院
刊)がある｡さらに中央部が編纂し,山脇房子 ･嘉悦孝子 ･吉岡弥生の共著として出され
た, 『処女より主婦となる迄』 (出版年不詳,日比書院), 『若き女子の為めに』 (1926
年10月,同)がある｡




会則第 5条の中央部事業の10番目に掲げられた婦人問題 ･女工問題 ･職業問題等の研究
調査のうち,特に中央部が力を入れたのは ｢工女｣問題である｡ ｢女工｣には侮蔑的ニュ
アンスが含まれるとみなされたためからか, 『処女の友』では ｢工女｣という呼称が用い
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内 日給額 (午前七時より午後五時まで十時間) 金四十五銭
残業収入 (午後五時より午後七時まで二時間) 金十一銭




































































































にな｣った｡同会は, ｢東京の天野弁護士の夫人｣天野梅尾が主唱し ｢藤生 ･山田両女史｣
が世話役として1919年 7月 1日に ｢平和記念事業｣で創立された｡その活動は ｢会員相互
間各家庭の便宜を図り衣服の裁縫洗濯其の他家庭の雑務整理等のために派出婦の世話をな
すこと及び会員製作品の販売に任ずるもの｣とされた｡






























































































団体数 総 人 数 1ヶ年の経費総額 資産総額
全国処女会 6,237 535,792人 102,630円 68,157円



























































































































































































































年,井上恵美子 ｢処女会の体制的租織化過程｣ 『信州白樺 特集 大正デモクラシー期の社会教
育』,No.59･60合併号,1984年｡
2) 筆者は以前,処女会 ･女子青年団に所属する農村女子の生活や内面の実態を探るべく,団体機
関誌の文芸欄-の投稿 ･掲載作品を分析 した.波速洋子 ｢戦前 ･戦中農村女子と自己表現- 雑



















































39) ｢国際労働者会議と婦人労働｣ 『処女の友』第2巻第11号,同年11月｡ITマ マ17













51) ｢全国処女会の趨勢｣ 『社会と教化』第 1巻第2号,同年2月｡
52)同前｡
53)以上,第一回処女会指導者講習会 ｢主意書｣,および ｢中央事に於ける協議会｣ 『処女の友』
第4巻第11号,同年11月｡
54)同前｡
55) ｢有難き御沙汰｣ 『処女の友』第4巻第11号,同年11月｡ なお,第一回処女会指導者講習会の
講演内容は,処女会中央部編 『これからの処女の為めに』日比書院,1922年に収められている｡
同書は,同講習会の講演を速記から文章におこし,講演者の校閲を経て掲載したものである｡ま





59)野田満智子 ｢片岡重助の生涯と思想｣ 『信州白樺 特集 大正デモクラシー期の社会教育』0
60)乗杉嘉寿 ｢序｣片岡重助 『新時代の処女会及其の施設経営』,興文杜,1923年｡
61)文部省普通学務局 『大正10年選奨優良処女会』,1922年｡なお,これらの動向については,お
もに井上 ｢処女会の体制的組織化過程｣ (前掲,219-222頁)から示唆を得た｡
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